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第２回定例会 町政を問う 一般質問

　令和４年第２回定例町議会は６月17日に招集され会期１日間で開かれました。
　今定例会は、町長の行政報告、一般質問につづき、議案17件、報告３件、意見案１件などを審議しまし
た。
　なお、今号では第２回臨時会（３月25日開催）、第3回臨時会（５月６日開催）についてもお知らせしま
す。

　　　　　　（議案審議結果は11・12ページをご覧ください）

第２回定例会令和４年

町政を問う！
　第２回定例会において、山下、加藤の 2 議員が一般質問を行い、
町長の考えを尋ねました。（要旨にて掲載）

　一般質問と答弁（再質問を除く）の全文を当麻町ホームページ
「当麻町議会」の中に掲載していますのでご覧ください。

ここが
聞きたい

当麻町ホームページ／当麻町議会
http://town.tohma.hokkaido.jp/gikai/
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第２回定例会 一般質問

問　
　

山
下
議
員

　
　
　

北
海
道
新
聞
・
農
業
新
聞
等

の
報
道
で
は
、
化
学
肥
料
価
格
を
前

年
度
比
で
78
．
５
％
ホ
ク
レ
ン
は
値

上
を
発
表
し
ま
し
た
。
原
料
生
産
主

要
国
間
環
境
悪
化
や
原
油
の
高
騰
な

問

問

ど
で
社
会
全
般
と
共
に
農
業
資
材
関

連
も
値
上
が
り
し
農
業
経
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
諸
物
価
が

一
斉
に
値
上
が
り
し
、
肥
料
価
格
は

過
去
に
前
例
の
な
い
状
況
で
農
業
経

営
者
に
は
死
活
問
題
で
す
。

　

主
幹
産
業
で
あ
る
当
麻
農
業
を
抱

え
る
町
長
と
し
て
当
麻
独
自
策
を
ど

の
よ
う
に
練
っ
て
い
か
れ
る
の
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

肥
料
の
価
格
高
騰
に
つ
い
て

は
、
原
料
で
あ
る
尿
素
や
塩
化
カ
リ

ウ
ム
の
国
際
価
格
が
、
主
要
供
給
国

の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

円
安
の
進
行
、
原
油
価
格
の
高
騰
に

よ
る
輸
送
費
の
上
昇
な
ど
が
要
因
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

燃
油
価
格
の
高
騰
、
そ
れ
に
伴
う

農
業
資
材
の
価
格
高
騰
、
そ
し
て
肥

料
価
格
の
高
騰
と
、
す
べ
て
の
経
費

が
上
昇
し
、
農
業
経
営
に
非
常
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
主
幹
産
業
と
す
る
当
麻
町

と
し
て
独
自
策
を
ど
う
考
え
て
行
く

の
か
と
の
ご
質
問
で
す
が
、
道
で
は

今
定
例
道
議
会
で
の
補
正
予
算
に
よ

り
、
１
ト
ン
あ
た
り
３
，
１
２
５
円

の
「
化
学
肥
料
購
入
支
援
金
給
付
事

業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

と
の
情
報
で
す
。
今
後
、
補
助
要
綱

が
策
定
さ
れ
詳
細
が
通
知
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
国
や
道
の
動
向
も

注
視
し
た
中
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

Q
高
騰
す
る
肥
料
対
策
は

山下　勝博 議員

Ａ
国
や
道
の
動
向
も

　
　
　
　
　
　
注
視
し
検
討

　
　
　

山
下
議
員

　
　
　

今
年
も
低
米
価
と
予
想
さ
れ

た
場
合
、
肥
料
、
資
材
の
高
騰
が
重

な
り
、
収
支
面
で
合
わ
な
い
た
め
、

最
近
で
は
農
地
を
返
す
事
案
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る

声
も
出
て
ま
す
。

　

現
農
業
者
、
農
業
を
や
っ
て
る
若

者
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
に
先
頭
に
立

ち
、
農
地
の
保
全
も
含
め
、
各
機
関

ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
支
え
て
い
っ

て
い
た
だ
け
る
の
か
。
町
長
の
意
気

込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

当
麻
町
に
は
、
全
国
に
誇
る

全
て
の
関
係
機
関
が
一
堂
に
会
す
農

林
業
合
同
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
機
関
の
英
知
を
集
結
さ
せ
て
、
未

来
あ
る
農
業
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を

先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
い
く
決
意
で

す
。
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具
合
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
年
次
計
画
で

改
修
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

工
事
実
施
の
た
め
23
戸
の
う
ち
、
20

戸
を
「
政
策
空
き
家
」
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
実
質
入
居
率
は
96
．
３

％
で
す
。

　

今
後
の
空
き
家
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
退
去
後
に
行
う
一
般
修
繕
は
も

ち
ろ
ん
、
美
装
や
壁
紙
の
貼
り
替
え

等
、
予
算
の
範
囲
で
出
来
る
限
り
の

整
備
を
行
い
、
次
に
入
居
さ
れ
る
方

が
少
し
で
も
快
適
に
生
活
が
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

当
麻
団
地
は
高
齢
者
の
方
々

に
と
っ
て
は
立
地
条
件
が
良
く
な
く
、

平
屋
の
公
営
住
宅
を
旧
ニ
ヘ
イ
木
材

の
跡
地
に
建
て
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

今
の
段
階
で
、
駅
前
に
新
た

な
公
営
住
宅
団
地
群
を
造
る
と
い
う

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

公
営
住
宅
の
募
集
を
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
の
は
ど
う
か
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
募
集
期
間

き
る
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

機
能
を
担
う
も
の
で
す
。

　

最
近
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
空
き
部
屋

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

今
後
空
き
部
屋
対
策
を
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
町
長
に

伺
い
ま
す
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

公
営
住
宅
は
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
協
力
し
、
住
宅
に
困
窮

す
る
低
額
所
得
者
に
対
し
て
低
廉
な

家
賃
で
賃
貸
す
る
こ
と
で
、
生
活
の

安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
整
備
す
る
も
の

で
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
根

幹
で
す
。

　

空
き
家
の
う
ち
、
23
戸
が
当
麻
団

地
で
あ
り
ま
す
が
、
当
該
団
地
は
平

成
２
年
か
ら
平
成
15
年
度
に
建
設
さ

れ
、
最
も
古
い
棟
は
建
設
よ
り
30
年

以
上
が
経
過
し
、
各
部
屋
の
給
排
水

設
備
は
老
朽
化
に
よ
り
、
多
く
の
不

第２回定例会 一般質問

答

答答

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

当
麻
町
の
公
営
住
宅
等
で
は
、

空
き
部
屋
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
数
は
６
月
１
日
現
在
で
公
営
住

宅
で
36
戸
、
町
営
住
宅
で
３
戸
、
定

住
住
宅
で
は
１
戸
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

公
営
住
宅
は
、
子
育
て
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
が
低
額
の
家
賃
で
入
居
で

問

問問

Q
公
営
住
宅
等
の
空
き
家
対
策

加藤　功 議員

Ａ
予
算
の
範
囲
で
整
備

議会を傍聴しましょう
◦町議会の定例会は、年４回（３月・

６月・９月・12 月）開かれます。

◦町議会の臨時会は、必要に応じて
随時開かれます。

町政はあなたのために…

次の定例会は９月です。
マスク着用のうえ、お気軽にお越しください。

の
整
合
性
を
図
っ
た
中
で
、
実
現
す

る
可
能
性
を
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き

た
い
。
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町
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に

つ
い
て

　

ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
と
う
ま
第
２

期
の
道
路
新
設
に
伴
い
、
南
６
条
道

路
及
び
南
７
条
道
路
並
び
に
南
２
号

道
路
の
３
を
新
設
、
南
３
号
道
路
の

３
及
び
南
５
号
道
路
の
３
が
延
長
と

な
り
、
道
路
起
点
が
変
更
と
な
る
こ

と
か
ら
、
既
認
定
路
線
を
廃
止
し
、

新
た
に
路
線
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

当
麻
町
行
政
区
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

中
央
２
区
の
行
政
区
区
域
内
で
あ

る
「
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
と
う
ま
第

第
２
期
」
61
戸
に
つ
い
て
は
、
中
央

２
区
か
ら
除
外
し
、
隣
接
す
る
市
街

８
区
に
編
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
令
和
４
年
７

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

保
険
の
税
率
等
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
医
療
給

付
費
分
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
で
、
中

間
所
得
層
の
負
担
の
緩
和
を
図
る
た

め
基
礎
課
税
額
等
に
係
る
課
税
限
度

額
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
礎
課
税
額
等
の
税
率
の

改
正
で
は
、
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、

被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等

割
額
を
そ
れ
ぞ
れ
改
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
税
率
改
正
で
は
、

被
保
険
者
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
運
営
基
金
よ
り
３
，
０
０
０
万

円
を
取
り
崩
し
、
税
額
を
算
出
し
て

お
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
関
す
る
協
議
会
に
諮
問
し
、
承
認

を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
し
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
適

用
し
ま
す
。

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

国
保
税
の
子
供
の
均
等
割
減

免
を
高
校
卒
業
ま
で
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　

町　
　

長

　
　
　

国
保
税
に
限
ら
ず
、
当
麻
町

と
し
て
は
、
最
大
限
の
子
育
て
支
援

を
し
て
い
る
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
】

①
種
別
割
の
減
免
に
対
し
、
知
的

障
害
者
の
表
記
を
追
加

②
種
別
割
の
減
免
事
由
に
変
更
が

な
い
場
合
の
申
請
書
提
出
を
要

し
な
い
改
正　

※
そ
の
他
、
地
方
税
法
の
改
正
等

に
伴
う
条
文
の
整
備　

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
し
、
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
適
用
す
る
ほ
か
、
改
正
規
定
の

施
行
日
並
び
に
町
民
税
を
は
じ
め
各

税
に
関
す
る
経
過
措
置
を
附
則
に
お

い
て
規
定
し
て
い
す
。

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
適

用
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
課
税

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
中
の
引
用
条
文
に
つ

い
て
、
改
正
を
行
う
も
の
で
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
で
す
。

当
麻
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
課
税
限
度
額
の
改
正
、
及
び

未
就
学
児
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割

額
の
減
額
規
定
の
追
加
、
国
民
健
康

道
路
認
定

条

例

議案の審議

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
「
非
常
勤
職

員
の
育
児
休
業
・
介
護
休
暇
等
の
取

得
要
件
の
緩
和
」
及
び
「
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備

に
関
す
る
措
置
」
に
つ
い
て
、
そ
の

措
置
を
講
じ
る
よ
う
改
正
す
る
も
の

で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
１
日
公
布
の
、
地

方
税
法
、
地
方
税
法
施
行
令
、
地
方

税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

【
町
民
税
】

①
個
人
町
民
税
に
係
る
所
得
割
の

課
税
標
準

②
寄
附
金
税
額
控
除

③
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
記
載

④
町
民
税
の
申
告
に
係
る
配
偶
者

特
別
控
除

⑤
不
動
産
登
記
法
の
改
正

⑥
個
人
町
民
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
【
町
民
税
】

【
固
定
資
産
税
】

①
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
減
額

②
土
地
に
係
る
負
担
調
整
措
置
の

特
例

問答
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当
麻
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保

険
者
等
の
減
免
申
請
書
の
提
出
期
限

の
特
例
規
定
を
改
め
、
減
免
に
対
す

る
国
の
財
政
支
援
が
延
長
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
減
免
期
間
を
１
年
間
延

長
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
し
、
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
適
用
し
ま
す
。

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　

い
ず
れ
の
規
約
も
、
「
上
川
中
部

福
祉
事
務
組
合
」
が
新
た
に
加
入
す

る
こ
と
に
伴
い
、
変
更
す
る
も
の
で
、

別
表
に
、
「
上
川
中
部
福
祉
事
務
組

合
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
及
び
北
海
道

町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
務
大
臣
の
許
可
の
日
か
ら
、
北
海

道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変

議案の審議

国民健康保険税率等改正表
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令
和
４
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
現
行
の
予
算
に

２
千
４
９
０
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
71
億
２
，
６
０
２
万

９
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

教
育
課
事
務
室
増
築
に
伴
う
、
実

施
設
計
委
託
料
、
防
災
備
蓄
倉
庫
建

設
予
定
地
及
び
避
難
地
整
備
工
事
を

実
施
す
る
た
め
の
、
現
況
測
量
委
託

料
、
令
和
４
年
度
で
新
た
に
住
民
税

が
非
課
税
と
な
る
世
帯
に
、
10
万
円

を
支
給
す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

給
付
金
な
ど
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

町
有
地
用
地
測
量
委
託
費
が

94
万
６
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

妥
当
な
金
額
で
す
か
。

　
　
　

副
町
長

　
　
　

委
託
す
る
面
積
、
道
単
価
等

を
考
慮
し
て
積
算
し
て
い
ま
す
の
で
、

妥
当
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

防
災
備
蓄
拠
点
の
整
備
事
業

で
、
当
初
７
０
０
万
円
の
予
算
が
補

正
で
３
４
０
万
円
増
え
、
１
，
０
０

０
万
円
を
超
え
た
原
因
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

当
初
の
７
０
０
万
円
計
上
は

建
物
の
設
計
委
託
で
、
今
回
の
補
正

は
土
地
の
整
備
工
事
に
係
る
現
況
測

量
委
託
料
で
す
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
現
行
の
予
算
に

２
２
９
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
９
億
９
２
９
万
円
と
し
ま

し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
前
年
度

の
精
算
に
伴
う
償
還
金
な
ど
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施

設
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
現
行
の
予
算
に

25
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
，
３
６
５
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

質

疑

問

問

答

答

補
正
予
算

更
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
知
事

の
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
し
ま

す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
当
麻
小
学
校
・
当
麻
中
学

校
空
調
設
備
設
置
工
事
）

　

校
舎
の
夏
場
の
暑
さ
に
よ
る
児

童
・
生
徒
の
健
康
面
と
学
習
環
境
面

を
改
善
す
る
た
め
、
普
通
教
室
、
そ

の
他
特
別
教
室
な
ど
に
当
麻
小
学
校

で
合
計
29
台
、
当
麻
中
学
校
で
合
計

23
台
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
こ
れ

に
必
要
と
な
る
内
装
工
事
及
び
電
気

設
備
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

　

入
札
執
行
の
結
果
、
当
麻
小
学
校

は
「
西
森
建
設
株
式
会
社　

代
表
取

締
役　

西
森　

稔
之
」
が
、
６
千
80

万
８
千
円
で
落
札
し
、
当
麻
中
学
校

は
「
石
川
建
設
株
式
会
社　

代
表
取

締
役　

石
川　

達
弘
」
が
、
６
千
６

０
０
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
及
び
町
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
後
、
本
契
約

を
締
結
し
ま
す
。
工
期
は
令
和
５
年

２
月
20
日
ま
で
で
す
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

発
熱
外
来
用
防
護
衣
の
購
入
費
用
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
係
る
医
療
用
廃
棄
物

の
処
理
委
託
料
な
ど
を
増
額
補
正
し

ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
現
行
の
予
算
に

３
，
０
９
２
万
３
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
11
億
８
，
１
１

２
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

前
年
度
介
護
給
付
費
、
及
び
地
域

支
援
事
業
費
の
交
付
金
精
算
に
係
る

返
還
金
と
し
て
、
増
額
補
正
し
ま
し

た
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
現
行
の
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
53
万
円
を
追
加

し
、
１
億
５
，
１
１
３
万
円
と
し
ま

し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

公
共
下
水
道
費
の
一
般
管
理
費
で
、

給
料
、
手
当
な
ど
を
増
額
補
正
し
ま

し
た
。

契

約

議案の審議
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議案の審議／意見書

令
和
３
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

　

令
和
３
年
度
内
に
完
了
で
き
な
か

っ
た
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
事
業
の
２
事
業
に
つ
い
て
、
３

０
３
万
８
千
円
を
令
和
４
年
度
に
繰

越
す
た
め
の
計
算
書
が
議
会
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
麻
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
内
に
事
業
が
完
了
で

き
な
か
っ
た
旭
川
広
域
圏
下
水
道
建

設
負
担
金
事
業
に
つ
い
て
、
１
，
３

１
５
万
２
千
円
を
令
和
４
年
度
に
繰

越
す
た
め
の
計
算
書
が
議
会
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

当
麻
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

　

当
麻
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況
を
説
明
す
る
資
料
が
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
議
会
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

報

告

森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた
施策の充実・強化を求める意見書

　本道の森林は全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、林産物の
供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるためには、森林
資源の循環利用を進める必要がある。全国一の森林資源を有する北海道が 2050 年までに温室効
果ガスの排出量を実質ゼロとする国の目標の達成に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若
返りや長期間炭素を固定する木材利用の促進、化石燃料の代替となる木質バイオマスのエネルギ
ー利用の促進などの森林吸収源対策を積極的に推進する責務を担うことが必要である。
　道では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の実現に向け、森林整備事業や治
山事業など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、山地災害の防止、木造公共施設の整備、
林業事業体の育成など、様々な取組を進めてきたところである。
　本道の森林を将来の世代に引き継いでいくため、活力ある森林づくりや防災・減災対策をさら
に進め、森林・林業・木材産業によるグリーン成長が実現できるよう、施策の充実・強化を図る
ことが必要である。
　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１．森林の多面的機能を持続的に発揮し、ゼロカーボン北海道の実現に貢献するため、適切な間伐と伐
採後の着実な植林の推進に必要な森林整備事業予算や、防災・減災対策の推進に必要な治山事業
予算を十分に確保すること。

２．森林資源の循環利用を一層推進するため、ＩＣＴ等の活用によるスマート林業の推進、木材生産・
流通体制の強化、建築物の木造・木質化、木質バイオマスのエネルギー利用の促進などによる道
産木材の需要拡大、森林づくりを担う人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強化すること。

意見書
　第２回定例会で意見書を可決し、内閣総理大臣ほか各関係省庁などに提出しました。内容は下記
のとおりです。
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第２回臨時会

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

木
育
推
進
拠
点
施
設
の
管
理
運
営

は
、
現
在
、
社
会
福
祉
法
人　

当
麻

か
た
る
べ
の
森
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

３
月
31
日
で
、
指
定
取
り
消
し
と
な

る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
後
、
契
約
を
締
結

し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
と
な
る
の
は
、
株
式

会
社
と
う
ま
振
興
公
社
で
、
平
成
27

年
度
か
ら
と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

等
観
光
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て

管
理
運
営
を
行
い
、
運
営
実
績
と
経

費
の
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

指
定
の
期
間
は
、
本
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

令
和
４
年
３
月
25
日
開
催

第
２
回
臨
時
会

　

指
定
１
件
、
補
正
予
算
８
件
、
発
議
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

〔
議
案
審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〕

令
和
３
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）

　

現
行
の
予
算
に
５
，
２
６
３
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
71
億
３
，

１
９
６
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

各
種
事
務
事
業
の
完
了
な
ど
に
伴

う
計
数
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

繰
越
明
許
費
で
は
、
２
事
業
を
令

和
４
年
度
に
繰
越
し
、
地
方
債
補
正

で
は
、
６
事
業
の
各
事
業
費
の
確
定

な
ど
に
よ
り
起
債
額
を
変
更
し
ま
し

た
。

令
和
３
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
の
総
額
か
ら
７
，
２

８
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
８
億
３
，
７
５
２
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

受
診
件
数
の
減
に
よ
る
診
療
報
酬

給
付
金
や
高
額
療
養
費
で
対
象
医
療

費
の
減
な
ど
に
よ
り
減
額
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施

設
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
２
２
４
万
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
１
億
２
，

１
７
８
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
回
数
の
減
に
よ

る
講
師
等
謝
金
の
減
、
患
者
送
迎
委

託
料
の
減
、
血
液
検
査
の
件
数
の
減

に
よ
る
諸
検
査
委
託
料
の
減
な
ど
に

よ
り
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
麻
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
７
０
万
５
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
億
２
，

６
６
０
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
で
、
賦
課
総
額
の
増
に
よ
る
保
険

料
の
増
に
よ
り
増
額
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

令
和
３
年
度
当
麻
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
４
，
９
２
２
万

円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
11
億

２
，
０
８
８
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
、
一
般
介
護
予
防
事
業
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
減
等
に
よ
る

減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
当
麻
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
83
万
４
千
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
１
億
６
，

３
２
３
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

公
共
下
水
道
費
の
建
設
費
で
、
旭

川
広
域
圏
下
水
道
建
設
事
業
費
の
確

定
に
よ
る
負
担
金
の
減
、
宇
園
別
幹

線
下
水
道
施
設
整
備
事
業
費
の
減
な

ど
に
よ
り
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

指

定

補
正
予
算
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路
は
、
46
．
84
ｍ
の
計
３
２
０
．
57

ｍ
の
改
良
舗
装
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

入
札
の
結
果
、
「
平
井
建
設
工
業

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

平
井　

健

一
郎
」
が
８
，
５
５
８
万
円
で
落
札

し
仮
契
約
を
締
結
、
地
方
自
治
法
及

び
町
条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
後
、
本
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

工
期
は
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で
で

す
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
に
２
０
１
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
71
億
１

１
２
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
給

付
事
業
等
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

で
の
申
請
者
数
が
想
定
を
下
回
っ
た

た
め
、
令
和
４
年
度
で
の
申
請
者
数

の
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
の
資
本
的
支
出
の
総
額
に
３

４
０
万
円
を
追
加
し
、
３
億
３
，
３

３
２
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

５
条
道
路
の
神
水
川
橋
梁
添
架
管

移
設
工
事
の
発
注
で
、
建
設
資
材
の

価
格
が
上
昇
し
予
算
額
に
不
足
が
生

じ
た
た
め
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

第２回臨時会／第３回臨時会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
と
う
ま
第
２

期
の
宅
地
造
成
に
伴
い
、
当
該
団
地

か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
を
整
備
す

る
も
の
で
、
し
ら
か
ば
２
線
道
路
は
、

２
７
３
．
73
ｍ
、
し
ら
か
ば
３
号
道

令
和
４
年
５
月
６
日
開
催

第
３
回
臨
時
会

工
事
請
負
契
約
、
補
正
予
算
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

〔
議
案
審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〕

補
正
予
算

令
和
３
年
度
当
麻
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
の
資
本
的
収
入
の
予
定
額
か

ら
１
３
８
万
１
千
円
を
減
額
し
、
８
，

５
４
２
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
額
の
主
な
内
容

　

５
条
道
路
の
１
線
神
水
川
橋
梁
添

架
管
移
設
補
償
金
の
確
定
に
よ
り
減

額
補
正
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
の
予
算
に
８
１
１
万
６
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
70
億
９
，

９
１
１
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

木
育
推
進
拠
点
施
設
の
指
定
管
理

者
の
変
更
に
伴
う
消
耗
品
費
、
指
定

管
理
業
務
委
託
料
、
備
品
購
入
費
の

増
、
商
工
会
員
支
援
の
た
め
の
、
商

工
会
費
免
除
事
業
補
助
金
の
増
に
よ

り
増
額
補
正
し
ま
し
た
。
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
と
し
て
増
額
し

ま
し
た
。

契

約

当麻小学校 運動会

３年 ２年 １年
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議案審議の結果

議案審議の結果
第 ２ 回　 臨 時 会

事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第30号 公の施設に係る指定管理者の指定について 原案可決

３月25日

議　案 第31号 令和３年度当麻町一般会計補正予算（第13号） 原案可決

議　案 第32号 令和３年度当麻町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案可決

議　案 第33号 令和３年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第７号） 原案可決

議　案 第34号 令和３年度当麻町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議　案 第35号 令和３年度当麻町介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議　案 第36号 令和３年度当麻町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議　案 第37号 令和３年度当麻町水道事業会計補正予算（第５号） 原案可決

議　案 第38号 令和４年度当麻町一般会計補正予算（第１号） 原案可決

発　議 第 2 号 「ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する」決議について 原案可決

第 ３ 回　 臨 時 会
事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第39号 工事請負契約の締結について 原案可決

５月６日議　案 第40号 令和４年度当麻町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議　案 第41号 令和４年度当麻町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

４年５年６年
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議案審議の結果
第 ２ 回　 定 例 会

事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第42号 町道路線の認定及び廃止について 原案可決

６月17日

議　案 第43号 当麻町行政区設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第44号 当麻町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第45号 当麻町税条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第46号 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税
の特例に関する条例の一部を改正する条例について

原案可決

議　案 第47号 当麻町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第48号 当麻町介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第49号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 原案可決

議　案 第50号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 原案可決

議　案 第51号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 原案可決

議　案 第52号 工事請負契約の締結について（当麻小学校空調設備設置工事） 原案可決

議　案 第53号 工事請負契約の締結について（当麻中学校空調設備設置工事） 原案可決

議　案 第54号 令和４年度当麻町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議　案 第55号 令和４年度当麻町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 原案可決

議　案 第56号 令和４年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第１号） 原案可決

議　案 第57号 令和４年度当麻町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議　案 第58号 令和４年度当麻町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

意見案 第 ３ 号 森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める意
見書の提出について

原案可決

議員の派遣について 承　　認

閉会中の所管事務調査の申し出について（総務文教常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業福祉常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   （議会運営委員会）

承　　認

議案審議の結果
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議案の採決結果

議案の採決結果
西
川
議
員

善
光
議
員

山
下
議
員

加
藤
議
員

上
杉
議
員

片
原
議
員

岸
山
議
員

餌
取
議
員

澤
田
副
議
長

中
港
議
長

議 案 第30号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第31号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第32号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第33号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第34号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第35号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第36号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第37号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第38号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発 議 第 ２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第39号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第40号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第41号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第42号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第43号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第44号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第46号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第47号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第48号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第49号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第51号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第52号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第53号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第54号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第55号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第56号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第57号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

議 案 第58号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

意見案 第 ３ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　　　ただし、議長は職務上、採決に参加していません。　　　　　　　（議席順）



議会の傍聴や、
議事堂の見学を
してみませんか。５月11日 ⇨ ８月10日

　５月　 11日 新任議会事務局長会議   （局長⇒札幌市）
 13日 上川町村議会事務局長会総会  （局長⇒旭川市）
 18日 東神楽町議員来庁   （局長）
 20日 上川中央部町議会事務局職員研修会 （係長⇒愛別町）
 24日 上川中央部市・町議会議長定例会議 （議長⇒鷹栖町）
 26日 職員研修会・事務担当者会議  （係長⇒札幌市）
 27日 上川地方総合開発期成会定期総会及び専門部会
       （議長⇒旭川市）
  上川中央部市・町議会事務局長会議 （局長⇒旭川市）

　６月　  ２日 総務文教常任委員会 
  ３日 産業福祉常任委員会 
 10日 議会運営委員会 
 13日 大雪消防組合議会臨時会  （組合議員⇒美瑛町）
 14日 北海道町村議会議長会定期総会、議長・事務局長研修会 
       （議長・局長⇒札幌市）
 17日 第２回定例会 
  全員協議会 
  議会報編集特別委員会 
　  鷹栖町議会来庁    （第２回定例会傍聴）
 21日 上川中部福祉事務組合議会第２回臨時会 （組合議員⇒当麻町）
 26日 当麻消防演習 
 27日 愛別町議会来庁    （議長・ICT正副委員長・事務局）
  剣淵町議会来庁    （　　　 　　　〃　　 　　　　）
 29日 全員協議会 
  議会報編集特別委員会

　７月　  ６日 北海道町村議会議員研修会  （札幌市）
  ７日 議員会行政視察    （苫小牧市）
 13日 第４回臨時会 
  全員協議会 
 20日 議会報編集特別委員会 
 27日 議会報編集特別委員会（リモート）

　８月　  ５日 無縁仏慰霊祭
  ７日 蟠龍まつり

委 
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長

副
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員
長
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弘

餌
　
取
　
秀
　
信

議
会
報
編
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特
別
委
員
会

編
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令
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年
８
月
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日

と
う
ま
の
議
会

第
１
９
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◦
発
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当
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北
海
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上
川
郡
当
麻
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３
条
東
２
丁
目
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番
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号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
６
６
）
８
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ー
２
１
１
１

議員会行政視察
　７月６日に北海道町村議会議員研修会（札幌市）
に参加し、７日に ㈱Ｊファーム苫小牧工場を視察
しました。


